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mPSL投与群に IL-1/3, PDGF-A mRNA発現の抑制が





6. Association of apolipoprotein E polymorphism, 
lipid metabolism and insulin resistance in Japanese 
















average effectは c:4 alleleのみで TG値を増加させ
たO 一方日系米人においては c:4 alleleと c:2 allele 
でTG値を増加させたO 日系米人の E2群では FIRI値
はTG値と有意な関連が認められなかった。
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8. Pathogenesis of cleft palate in mouse embryos 
exposed to 2,3,7,8・tetrachlorodibenzo・p-dioxin
(TCDD). 
(2, 3, 7, 8四塩化ジベンゾパラジオキシン（TCDD)
曝露マウス匪子の口蓋裂誘発機序）
高木敏男（耳鼻咽喉科学）


























9. Role of bile salt hydrophobicity in distribution of 
phospholipid species to carriers in supersaturated 
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11. Ergonovine-lnduced Alterations in Coronary 
Flow Velocity Preceding Onset of Occlusive 







































ル分麗の GIPよと上昇と ベジクル分画の 1）ン膳費疎
水性強度減少により胆汁のコレステロール保持能を低
下させる。
Gallyas-and tau-positive glial structures in 





Enhanced expression of inducible nitric oxide 
synthase and nitrotyrosine in gastric mucosa of 
gastric cancer patients 
（曹粘膜における誘導型一酸化窒素合成醇棄
(iNOS）およびニトロチEシンの発環と膏癌発生と
の罵連）
10. 
野田公一（内科学第三）
痴呆を伴う運動ニューロン疾患の三剖検例に認めた
ガリアス染色揚性，タウ陽性のグリア剥胞内異常講造
物について検討した。これらは主に，海馬，海馬傍回，
扇桃体のニューロピルに存在し，糸状あるいはグリア
細胞の核を取り巻く議相を呈していた。ガリアス染色
と炭掻脱本素酵素2に対する一次抗体を用いた免疫組
後藤豊子〈内科学第一）
Hp惑染と腎癌の関連を明らかにするため，胃粘膜
における iNOSとニトロチロシンの発現を検討した。
対象は1975から1992年の間に胃内視鏡検査を施仔し，
長期経過観察中に胃癌が発生した34例，胃癌が認め
られなかったHp陽性群51関， Hp陰性群8預jである。
拐罰の被査時に採取した組織を用い， iNOSとニトロ
チロシンの発現は免疫染色法，炎症の程度は耳E染色，
Hp感染は Giemza染色察本にて行った。 iNOSとニト
